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病院理念
地域に開かれた、信頼される心あたたかな病院を目指します。
●安全で良質な医療を提供します。
●地域へ貢献します。
●研鑽と向上に努めます。

基本方針
１．回復期機能、在宅支援機能、がん患者支援機能等を付加強化し、他の関係機関と連携して地域の包括的医療
体制の一翼を担います。

２．多職種がかかわるチーム力により個々に似合った適切なリハビリテーションを積極的に提供し、心身両面からの
全人的医療を行います。
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地域サポート ～みなさんのサポートをします～

ハラスメント研修

２０１８年４月１日より、当院は皆様の健康を守り、健康増進法第２５条
の定めによる受動喫煙防止のため、病院敷地内全面禁煙（建物内・駐
車場・車内も含む）にしています。皆様のご理解とご協力のほどよろしく
お願い致します。

2022年1月21日（金）14：00～15：00 当院5F会議室にて山口産業保健総合支援センター 産業カウンセ
ラー相談員 益田幾久江さんを講師に迎え、病院管理職向けのハラスメント研修を実施しました。管理職31名
が参加しました。
ハラスメントの内容を理解することはもちろんですが、管理職自身のハラスメント、職場でのハラスメントの対
応方法や相談の受け方を理解する研修でした。

管理職が特に気を付けるコミュニケーション
お・・・おはようございます
あ・・・ありがとうございます
し・・・失礼します
す・・・すみませんでした

益田幾久江 講師
叱るときは
か・・・感情的にならない
り・・・理由を話す
て・・・手短に
き・・・キャラクター（個人のこと）に触れない
た・・・他人と比較しない
ね・・・根に持たない
こ・・・個別に叱る

地域支援事業では「地域貢献」の理念のもと、西宇部・厚南地区の自治会主催の健康教室やサロン活
動を盛り上げるサポート活動を行っています。体操や脳トレ、ゲームを皆さんと一緒に楽しんで笑いいっ
ぱいに過ごしたり、コロナ禍にあっても近所の方々が集まって世間話を楽しめる貴重な場になるようお手
伝いをしています。
外出機会が減った方、足腰が弱ったと感じておられる方、もっと話がしたい、会話を楽しみたいと思わ
れる方は是非お住いの自治会、福祉委員へお問い合わせ下さい。



みなさんは、こむら返りをご存知ですか？
一度は経験があると思いますが、こむら返りとは、ふくらはぎや足の裏の筋肉が急激に縮み、
足がつった状態で 激しい痛み を伴う症状です。
運動中や就寝中に発症することが多く、妊娠中や加齢によっても起きやすくなります。

部署紹介（施設管理課） ～縁の下の力持ち～

作成者：リハビリテーション部 理学療法士

施設管理課は職員総数22名、清掃・営繕・環境整備の3部門で開設時より下記の理念をもって清掃・設備管理
（電気・空調・給湯・酸素・上下水道・消防設備）・車両管理・補修・緑化・運転などの業務を行っています。

リハビリコーナー ～こむら返り～

私たちの理念
私たちの仕事はＦＩＴタウンの患者さん・利用者さん・ご家族、そして職員が「気持ち良く」過ごすことができる
よう『環境を整える』仕事です。目指すのは「安全」・「清潔」・「ここちよい」環境です。私たちは利用される方々
に「施設をきれいに使っていただく」「壊さないように大切に使っていただく」ためにはどうしたら良いかを常に考
えて工夫します。
私たちの仕事は縁の下の力持ちです。私たちの仕事に派手さはありませんが、『私たちの仕事なくしてＦＩＴ
タウンの運営は成り立ちません』、だからこそ私たちはこの仕事に「プライド」を持ち、常に「向上心」と「専門性」
をもって「ここちよい環境作り」に努めます。

予防としては、以下のものがあります。
・ストレッチや足首の運動
・塩分、水分補給
・栄養バランスのとれた食事の摂取

原因は様々ですが、以下の原因が特に関係
しています。
・筋肉の疲労、運動不足
・脱水（発汗、下痢等）
・ビタミンやミネラルなど栄養素の不足

☆ふくらはぎがつった時の対処方法や予防方法☆
〇ストレッチ

タオル等を使っ
て引っ張っても
良いです。

膝を伸ばして
座り、つま先
を手前に引っ
張ります。

足を前後に開
き、後ろ足の
ふくらはぎを
伸ばします。

こまめに水分・塩分を摂
取する。
ミネラル豊富な麦茶や
スポーツドリンクが
オススメです！

〇水分補給

※ストレッチをする時は、
勢いをつけず、無理のない範囲で、ゆっくりして下さい。



厚生労働大臣賞受賞 ～令和3年度栄養関係功労者（栄養指導業務）～

発行元：医療法人和同会 宇部西リハビリテーション病院 広報委員会
住 所：〒759-0202 宇部市大字沖ノ旦797番地
電 話：0836-45-2111
ＦＡＸ：0836-45-2123

※掲載した写真につきましては掲載の承諾を頂いております。

管理栄養士おすすめヘルシーメニュー

おいしそうな
パンだ

～ 受賞によせて・・・管理栄養士 田村芳子 ～

★豆乳ゼリーパン

私は平成24年の開院時より当院に勤務し、平成31年より回復期病棟を担当して
います。病棟では多職種と協力し、患者さん一人一人に合わせ栄養管理を行って
います。また、自宅退院に向けて患者さんやご家族に栄養指導や調理指導を実
施しています。今回の受賞は退院支援への取り組みが評価されたものと思います。
これからも病気の予防のため、栄養指導や調理指導を行っていきたいと思います。

令和3年9月27日、当院栄養科の管理栄養士 田村芳子さんが、厚生労働大
臣賞を受賞されました。受賞誠におめでとうございます。
長年、病気予防の観点から栄養指導や調理指導を通じて栄養管理の重要性
を伝える活動をしてきたことが高く評価されたものです。これからも患者さんや入
所者さんに寄り添った活動を期待しています。

★今回の審査に提出したレシピのひとつが下記のレシピです。
家で大好きなパンを安全に食べてもらうために考え、退院後、実際に家で作られ、大変喜ばれたメニューです。
広報誌10号のレシピですが、今回再度掲載させていただきました。

宇部西リハ 検索



地域参加型

健康教室

回復期リハ病棟

地域包括ケア病棟他

入院リハビリ
外来リハビリ

随時受付中！
リハビリ相談

最適なリハビリの形をご提案します。
まずは、お気軽にお問合せください。

介護予防・健康増進

メディカル
フィットネス

宇部西リハビリテーション病院
☎ 0836-45-2111
（担当：リハビリテーション部・中村）
9：00～17：00 土・日・祝を除く

在籍スタッフ数：ＰＴ51名、ＯＴ39名、ＳＴ22名（計112名）令和4年4月現在

(トレーニングセンターFIT)
0836-45-1219

デイケア
（通所リハビリテーション）

0836-45-1223

・理学療法士（PT）とは、身体に障害がある人に対して起きる・立つ・歩くなど基本的な動作の改善を目指して訓練を
行う専門職のことです。

・作業療法士（OT）とは、着替え・トイレ等の日常生活動作や家事動作の改善・獲得を目指して訓練を行う専門職の
ことです。また、運動や作業活動などを通して認知機能の維持・改善を目的とした訓練も行います。

・言語聴覚士（ST）とは、言葉に障害があり、上手く会話が出来ない人に対して言語療法を行ったり、飲み込むことが
難しい人に対し、摂食・嚥下療法を行います。



1ユニット9名の2ユニットで定員18名の入所施設です。
認知症の診断があり、共同生活を営むことに支障がない方が対象です。

共同生活の中で洗濯や掃除、季節の行事や活動（レクや園芸、調理など）を
通して、個々に合った対応を提供しています。

コロナ禍で外出することが難しくなっていますが、安心して生活ができ、楽し
みや喜びを感じて過ごしてもらえるように支援しています。

お問い合わせ先：☎0836－45－2323 担当：広重

宇部西リハビリテーション病院 地域事業部
〒759-0207 山口県宇部市大字際波字東河田287番1 Tel:0836-45-1212（代表）

お問い合わせは、各サービスの相談員まで

○ 宇部西在宅総合支援センター
（居宅介護支援事業所）

○ 通所リハビリテーション

○ 宇部西デイサービス
○ 宇部西デイサービス（認知症）
○ ハローナース宇部西

45-1222

45-1223
45-1223
45-1227
45-1215 

○ 宇部西ヘルパーステーション
○ 宇部西グループホーム
○ 宇部西生活支援ハウス
○ 配食サービス
○ 宇部市西部第一高齢者総合相談センター
○ トレーニングセンターFIT（メディカルフィットネス）

45-3969
45-1219

45-1221
45-2323
45-4100
45-1212

同一敷地内関連施設 （有料老人ホーム）
〇医療法人 和同会 際波あかり苑

〒759-0207 宇部市大字際波399-3 Tel:0836-45-2200
〇社会福祉法人 博愛会 宇部西あかり苑

〒 759-0207 宇部市大字際波399-2 Tel:0836-45-1200

《宇部西グループホーム（認知症対応型共同生活介護）》


